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EDMICS の導入目的についてお聞か

せください

弊社では、技術本部において 75,000 枚

の部品図面原図を紙で管理していました。

またこの原図のコピーを、社内ライン

（150 か所）に 90,000 枚、海外工場（台

湾/中国/タイ/スペイン）に20,000枚、

さらに協力会社（400 か所）に 40,000

枚配付していました。

出図業務は、100 ～ 150 枚 / 日の出図

があり 2 ～ 3 名で対応していましたが、

下記の課題がありました。

原図が紙図面のため破損や図庫へのaaa

戻し間違いが多発する、また図庫か

らの入出庫に手間がかかる

複写して定められた押印までの作業bbb

に工数がかかる

設計者が原図を検索・複写するのにccc

図庫の周りに群がり、多くの工数を

かけている

原図をとことん探さないため、似たddd

ような新図を発行してしまう

このような課題を解決するために下記の

対策を考え、検討の結果 2002 年に富士

ゼロックスの EDMICS を導入しました。

電子図庫の構築による原図の管理とaaa

活用環境の整備

電子出図の実現による出図納期短縮bbb

と工数低減

流用設計の推進による設計効率と設ccc

計品質の向上

EDMICS の導入による効果をお聞か

せください

EDMICS の導入により、電子図庫と電子

出図の環境を構築しました。また流用設

計の促進を目的に、Web から図面を検索

できる環境を構築しました。

これにより、下記の効果が得られました。

出図納期の短縮aaa

国内への出図納期：1 ～ 2 日→ 0.5

日（△ 50％以上）に短縮

※海外への出図納期は、従来と同様に 1

回 / 週の定期便にて送付しているため、

納期は変わりませんが、特急処理の場

合には即日送付が可能となりました。

出図工数の削減bbb

出図担当者：2 ～ 3 人→ 1 人（△

50％以上）に短縮

検索・複写業務の工数削減ccc

製品設計・生産管理・品質保証・購

買部門において計 4 人分の検索・複

写工数の削減

品番体系変更の展開と貢献ddd

EDMICS の導入前に、部品品番と図

番体系をそれまでの連番を主体とし

た体系から各桁に意味を持つ意味あ

り品番（図番）に変更しました。こ

の新しい品番（図番）体系は、図面

の属性を必要最小限にして管理工数

を削減するとともに、図番からの検

索性を飛躍的に向上させ目的の図面

を速く漏れなく探すことができるよ

うになりました。

原図の登録手順の効率化eee

ホストコンピューターから送られて

きた品番 / 図番情報を原図とマージ

して EDMICS に登録できる仕組みを

作ったことにより、原図を電子化する

際、名前や属性の付与が効率良く、精

度良く実施できるようになりました。

流用設計の推進fff

EDMICS から新品番体系を通して目

的の図面を Web で検索できるように

なり、従来比で流用設計比率が 40

パーセント改善しました。さらにこ

れにより、新図発行にともなう工数

とコスト低減、また既に確立されて

いる既存技術の活用による設計品質

の向上をも図ることができました。

上記施策を実施した上での課題はあり

ましたか？

EDMICS 導入による効果は十分に得られ

ましたが、以下の 2 点が課題として残り

ました。

海外への電子配信aaa

海外工場へ図面の電子配信を検討し

ましたが、受信側のインフラやセキュ

リティの面で不安があり課題として

残りました。

Web 検索用サーバーとの 2 重管理bbb

生産技術、品質保証、購買、生産管

理の各部門から Web を利用して図面

【ArcSuite 導入事例】

株式会社キッツ

ホストコンピューターと連携した仕組みで、
海外工場や協力会社へも自動出図を行い、
効率化と品質向上を実現

技術本部　高木信夫 様



3

が検索できるように、EDMICS とは

別に Web 検索用サーバーを構築しま

した。しかし、EDMICS と Web 検

索用サーバーに同じデータを保存する

2 重管理の工数と整合性確保の面で課

題が残りました。

ArcSuite を検討された経緯をお聞か

せください

富士ゼロックスから EDMICS の保守が終

了する旨の案内があり、そのため次期シ

ステムへの移行を検討しました。次期シ

ステムの検討のポイントとして、前述の

EDMICS 導入後の新たな課題と更なる以

下の業務改善を目的としました。

副図管理の電子化aaa

副図とは、基本図に対して一部仕様の

異なるその部分のみを表した図面、ま

たは本体やレバーハンドルのマーク図

などを言います。この副図はホストコ

ンピューターでも EDMICS でも管理

できなかったため、人の手で連携して

おり管理に工数がかかっていました。

電子配信システムの構築bbb

電子図庫構築により出図納期は大幅に

短縮されましたが、さらなる納期短縮、

コスト削減を目指し、他拠点や協力工

場、海外への電子配信システムの構築

を検討しました。

Web クライアントシステムをパッccc

ケージソフトへ移行

EDMICS とは別に構築した Web ク

ライアントシステムの維持メンテナン

スが困難になったため、次期システム

ではサーバーを統合（1 本化）すると

ともにパッケージソフトへの移行を検

討しました。

出図リストにもとづく未登録図面の登ddd

録推進

ホストコンピューターから要求される

出図リスト内に、EDMICS に登録さ

れていない原図が含まれることがあり

ます。その未登録図面の登録処理の工

数低減を目指しました。

ArcSuite 導入の効果についてお聞か

せください

2008 年 に EDMICS シ ス テ ム か ら

ArcSuite へ移行し、前述の改善項目を実

施中で、部分的に成果が現れています。

副図管理の仕組みを構築aaa

ArcSuite の機能を活用し、基本図に

対する副図連携の仕組みを構築しま

した。

電子データ授受の仕組みを構築bbb

出図図面が電子化されたことにより、

配布先に出図図面を電子データで受け

渡し、配布先にて出図する仕組みを構

築しました。これにより、さらなる出

図納期の短縮と出図工数削減をめざし

て海外工場とのデータ配信を試行して

います。

新規発生図面の登録作業の効率化と品ccc

質向上

BrainTech8090 αから DocuWide 

9090 αに入れ替えたことにより、

ホストコンピューターからの「新規発

生図面リスト＝ ArcSuite への登録リ

スト」とその図面をスキャナ読み込

みするだけで、図面と属性を一括で

ArcSuite 登録できるようになりまし

た。これにより、登録業務の効率化と

品質が向上しました。

Web クライアントシステムをパッddd

ケージソフトへ移行

現在、富士ゼロックスの Web クライ

アントシステムである「簡単検索ツー

ル」の導入の準備段階です。これによ

りサーバーを統合し、ユーザーには簡

単で分かりやすい操作環境が提供でき

ます。

今後、新たに取り組む予定の課題があ

りましたらお聞かせください

前述にありますように改善を進めてきま

したが、中期計画として新たに下記の 3

項目を進めていきます。

DocuWide 9090 αによる一括出図作業風景

空圧式自動操作バルブおよび住宅用メータユニット全社システムと ArcSuite の相互連携
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全社システムと ArcSuite の相互連携aaa

弊社では以前から基幹系のホストコン

ピューターで技術データの管理をしてき

ましたが、3DCAD データの管理を目

的に PDM を導入していますし、今年 1

月には中国工場で ERP が稼動し始めま

した。これらのシステムと有機的に連

携を深め、ArcSuite のデータがさらに

活用されることが望まれます。この件

は、既に富士ゼロックスに相談していま

すが、ERP、PDM、そしてホストコン

ピューターとをエミュレータを通して連

携した実績があるとのことで、安心して

連携の仕組みの構築検討が進められると

思います。

設計業務を海外工場へ展開bbb

現地の顧客ニーズを現地で実現する、

現地の部材調達事情を製品設計に迅速

に反映させるため、海外工場に設計業

務を展開することを行っています。マ

ニュアルの整備、人財の育成とともに、

ArcSuite を含めた設計環境の整備を進

めています。

ArcSuite の活用「進化」ccc

当初より計画していた、情報の流通・展

開・共用を「進化」させるために、コラ

ボレーション、ワークフローの有効性の

確認をしています。

最後に富士ゼロックスへのご要望やご意

見がございましたら教えてください

ArcSuite に移行して、様々な取り組みやシ

ステム化が実現しましたので、業務効率と

品質は大きく向上できましたし、その過程

では有用な情報をタイムリーに提供して頂

きました。課題としては、一部、開発が必

要になりますのが、その費用が少々高いこ

とでしょうか？富士ゼロックスへは、多く

のお客様から多様な要望が届いていること

でしょうが、その声を取捨選択して標準機

能のバージョンアップを継続していただき

たいと思っています。


